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Message

iDi 理事メッセージ

～奇跡の出会い～

Message

　本年7月より本機構の理事として仲間入りをさせていただきました矢島でございます。何卒宜しくお願い申し上げます。初めての

iDi infoでのメッセージですので、私の人生の中でとっておきの「奇跡の出会い」についてお話しさせていただきます。

　7年ほど前、私が東京歯科大学水道橋病院の病院長をしていた当時の話です。母校同窓会本部の研修旅行で猪苗代湖畔の

野口英世記念館を訪れたときのことでした。私はバスの集合時刻を間違えてしまい、一人他の人たちより早く記念館を出てしまいまし

た。ちょうど小腹がすいていたので、「ドライブイン湖柳」という駐車場のすぐ脇の食堂兼お土産屋さんの店頭で、焼き団子を買った時

のことです。「まあお茶でも飲んでいきなさい」と店主のおじいさんとおばあさん。半ば強引に広い食堂ホールへ引っ張り込まれると、

中の客は案の定、私一人。時間を持て余した老夫婦は、いつもこうやって客にお茶をふるまうのだろうと想像していると、おじいさんが

矢継ぎ早に質問を始めました。「どこから来たの？」「東京です」「東京のどこ？」「水道橋です」と答えると「水道橋に東京歯科大学って

あるのを知ってる？」「一度千葉に本拠地を移したんだけど、また戻ってきたの知ってる？」「はい知っています」と言いながら、私の

大学のことをよく知っているな、と驚きました。「あの大学の最初の学長だった血脇守之助先生は大変立派な人で、彼がいなかった

ら野口英世は世に出ることはできなかったんだよ」「野口自身も一番の恩人は、血脇先生だと思っていたはず」「120年以上の歴史を

誇っている大学で、血脇先生の精神を受けついでいる卒業生はいっぱいいる。野口の親友だった石塚三郎衆議院議員も、細菌学で

有名な高添名誉教授も」。血脇先生が10代の野口を見出し東京で面倒をみたことや本校の名誉教授の名前まで知っている。なぜ？ 

この人はいったい誰？ 何者？ 私の不安は募るばかりです。「アンタも近くに勤めているのだったら、あそこの病院で診てもらったらいいよ。

絶対に良い病院だから」。もう我慢できません。ついに「私は今その東京歯科大学で働いている者です。お褒めをいただいてありが

とうございます。でも、なぜそんなにすべてをご存知なのですか。あなたはいったい誰ですか？ 何者ですか？」と問いただしました。おじい

さんは、気まずそうな顔になって、何も言わずに急いで奥の調理場の方へ消えてしまいました。代わりに、私の隣で大笑いしていた

おばあさんが質問に答えてくれました。「野口英世は3人兄弟の真ん中で、野口家を継いだのは長女のイヌさん。イヌさんには4人の

男の子と末の女の子の雪さんがいたのだけど、あの人（おじいさんを指さして）はその雪さんの息子なのよ」。つまり、私はこれ

までの30分間、団子を食べ、お茶をご馳走になりながら、野口英世の子孫から話を聞いていたのです。団子が取り持ってくれた過去

の出来事との邂逅は、まるで奇跡としか思えませんでした。野口英世の子孫と話ができたことは、何かの巡り合わせとしか考えられ

ません。まさに東京歯科大学に40年勤務した私へのご褒美となった奇跡の出会いでした。

　この奇跡は先人の善行がもたらした遺産をも教えてくれました。東京から遠く離れた猪苗代湖のほとりで、祖先を通じて東京歯科

大学の存在を憶えていてくれた人がいた。しかもこんなにも誉めてくださった。感動を覚えると共に、100年近く前の出来事によって、

本学の隠れ大ファンができ、遠くから私たちを応援してくれている人がいるのだと知って、身の引き締まる思いがしました。おそらく、

いや、必ず皆様の診療室にも、このような穏やかで静かな大ファンがいるのではないでしょうか。人知れず好意を持って見守ってくれ

ている人々がいるのです。表には出てきません。何らかのきっかけで、先生方の診療技術やスタッフの対応等を知り、そして記憶に

とどめ、思わぬ時を経て思いもかけない場所で、先生の診療室を褒めちぎって他の人々に来院を勧めてくれている人たちがいる

はずなのです。

　静かに見守ってくださっているファンの方 の々ために、決して恥ずかしくない日々 をすごさなければと決意も新たにした奇跡の1日でした。

　齲蝕と歯周病は歯科の２大疾患と言われながら、辿ってきた道は異なり、後者は老化と共に歯周病が進行し最終処置は

抜歯でありました。

　文献でも古くは源頼朝が歯周病に罹患し脳障害や誤嚥性肺炎を引き起こしたと記されています。

　爾来、「歯槽膿漏症」と言われた時代は長く、1957年に日本歯槽膿漏学会が設立、翌年に檜垣麟三教授のもとで第１回

総会が開催されましたが、その後10年間この名称が使われていました。そして1968年には「日本歯周病学会」へと名称変更

され、歯槽膿漏症は「歯周病」という呼び方が一般的になっていきます。これは、終戦後、米国をはじめ諸外国からの歯周病

学の交流が深まり、学際的にも歯周病の呼称が承認されたことにもよります。

　そして歯周病予防の重要性が学会やマスコミにも取り上げられ、歯を残す大切さも国民に認知され、歯学教育要綱でも

口腔治療学から歯周病学が独立し、日本歯科医学会の分科会として発展し現在に至っています。歯周病学が独立したの

は、学会関係者の実績と努力、文科省（当時の文部省）の教育部門の見直し、社会的に国民レベルの向上と疾病に対する

概念の変化、マスコミの影響も大きいと思われます。

　2000年に掲げられた「健康日本21」には、健康対策目標として「糖尿病」「循環器病」「がん」「歯科疾患」の４項目が挙げ

られ、EBMに基づいた治療・予防の確立を目指して大きく進展してきました。そして「歯周病専門医制度」も2004年に策定さ

れ、歯を含めた歯周組織の重要性が認識され、プラークコントロール、スケーリング、ルートプレーニングを基盤とした移植材、

レーザー治療、再生治療などが、インプラントを含めて広く発展してきました。

　歯科衛生士、歯科技工士の業務も大きな転換期を迎えた時代でした。器具・機材の消毒滅菌も個々の患者ごとに行なわ

れるようになり、診療経費に大きな負担を強いられましたが、各診療所の努力義務によって遂行され、それがHIVやコロナの

感染防止に寄与することとなりました。

　1990年代にはじまった厚生労働科研費による「唾液による歯周病検査」に多くの思い出があります。歯周病の検査に唾液

を使用し、歯周病菌を検出する方法を確立するため、歯周病患者の唾液を初診時や歯周基本検査時、歯周外科終了時、

メインテナンス期の各ステップで生化学的検査、歯周病細菌検査などを施行しました。特に歯周病菌の検出のために「PCR

法」を使用し、厚労省歯科保健課、検査会社、大学関係者などが集まり、現在では一般的に知られている「PCR法」につい

て研修、見学などを行ないました。そして長年にわたる研究の結果、歯周病の予防と治療のための唾液検査体制が確立し

たのです。

　口腔は視診だけでなく付随する機能検査が重要です。患者さんだけでなく医科歯科連携が大きく取り上げられている現

在、医師、歯科医師、患者さんにとって共通の検査値が求められます。それを活用することで、さらなる歯周病の予防や治療

に寄与することを願っています。

iDi 理事長メッセージ

～歯周病の今昔物語～

鴨井 久一
Kyuichi Kamoi

歯学博士、医学博士
iDi 歯科医療情報推進機構 理事長

1979年 日本歯科大学歯周病科教授
1995年 日本歯科大学付属病院長
2001年 日本歯科大学大学院長
2004年 日本歯周病学会理事長
2005年 日本歯科大学名誉教授
2006年 ウイーン大学再生医療研究所客員教授
2010年 カンテプール歯科大学客員教授
2013年 瑞宝中綬章受賞

1980年　東京歯科大学卒業
1985年　東京歯科大学大学院歯学研究科（口腔外科学専攻）修了
1995年　ドイツ連邦共和国Hannover医科大学口腔顎顔面外科学教室に留学（1997年まで） 
2006年　東京歯科大学  口腔インプラント学講座  教授
2013年　東京歯科大学水道橋病院  病院長
2019年　東京歯科大学大学院歯学研究科  研究科長
2021年　東京歯科大学  名誉教授
2021年　松本歯科大学  口腔インプラントセンター教授
　　　  　松本歯科大学病院  病院長

矢島 安朝
Yasutomo Yajima

iDi 歯科医療情報推進機構 理事
松本歯科大学病院長、教授
東京歯科大学名誉教授
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特別講演
　　

田口円裕
　　
　　

東京歯科大学歯科医療政策学教授
前厚生労働省医政局歯科保健課長

　9月4日（日）、毎年恒例の「iDi歯科学会」が東京・新橋の「AP新橋」会場と、
オンラインによるハイブリッド形式で、大会長・加藤仁夫、司会進行：鈴木仙一
のもと開催いたしました。
　本年のテーマは「持続可能な歯科医療 ～健康長寿と歯科医療～」です。厚生
労働省や歯科医療界で活躍する5名の先生方により、コロナと歯科医療の問題
や高齢者に対する安全な歯科医療の提供、そしてインプラントのトラブルを防ぐ
方法など、健康寿命の延伸による諸問題について様々な提言がなされました。
　iDiでは、今後も歯科学会をはじめ、様々な研修会・講習会を開催してまいり
ます。来年度の歯科学会は、2023年9月3日（日）に東京・新橋APにて開催予定です。参加費は無料です。
　是非、多くの方々の参加をお願いいたします。

iDi 歯科学会の講演録を抜粋してお届けします。

持続可能な歯科医療
～健康長寿と歯科医療～

iDiセミナーレポート 

　私は厚生労働省で、歯科医療関連について2008年、2014年、2016年と3回の診療報酬改
定を経験しました。27年間、多くの歯科保健医療の政策決定にも関与させていただきました
けれども、医療職に対する社会の目が厳しいことを常日頃から意識してまいりました。そう
いった中で感じてきたことは、歯科医師の先生方が歯科分野のことだけではなく、世の中の
様々な仕組みであるとか、医療に関する政策の決定過程に、もう少し広い視野を持ちなが
ら、いろんな分野に目を向けていただくことで、歯科医師あるいは歯科そのものの社会的な
地位がもう少し向上していくのではないかということがありました。
　我が国の社会保障の現状ですけれども、人口の年齢構成が変容し、保健医療の需要が変
化していく中で、医療提供体制の構築あるいは医療サービスの提供のあり方というものが、
かなり大きく問われているような形になっています。
　地域社会のあり方も大きく変化しまして、都市化や過疎化の問題が大きく顕在化しており
ます。さらには貧困の問題やコミュニティ消失の影響も叫ばれている状況にあります。
　地域包括ケアシステムというのは、高齢になった後でも身体あるいは生活の課題を様々
に抱えながらも、必要な医療のサービスや介護のサービスを受けて、それ以前の自分の生
活をできるだけ継続していこうというものです。そのためには、医療、介護、生活支援サービ
スを身近な地域・日常の生活圏内で確保していくことが大事で、それこそが目指すべき姿だ
と思っています。
　こういった新たな局面に対し、現役世代の人口がかなり減っていく中で、社会の活力を維
持向上するといった課題については、高齢者の多様な就労形態や社会参加を促進する基盤
づくりが必須です。その基盤として、2040年までに健康寿命を3年以上延伸することを目指
すことが示されています。
　さらに、「健康無関心層を含めた予防」「健康づくりの推進と地域」「保健所間の格差の解消」
に向けて、自然に健康になれる環境づくり、あるいはその行動変容を促す仕組みなどの新た
な手法を活用しながら、この三つの分野を中心に推進していこうという形になっています。
　そして、健康寿命に歯科がどう関与していくかという話ですけれども、口腔と全身の関連と
いうのは非常にいわれております。歯が多いと健康寿命が長く、それから要介護期間が短い
という調査結果も出ております。自分の歯が19本以下の方は、20本以上残っている方に比べ
て、4年後に要介護状態になるリスクが1.21倍高かったという研究結果も示されています。ま
た、口腔疾患の重症化予防や口腔機能の低下防止、生活の質の向上に配慮した歯科医療を
どう具現化していくかが、非常に大事になっていきます。
　そのうえで、医療機関の関わりとしては、大学、歯科の診療所、行政、歯科医師会などがそ
れぞれの役割を担いつつサポートしていく必要がありますし、歯科医師の方々や研究者が国
民の多様なニーズにどう対応していくかというのも非常に大きなテーマだと思っています。

　皆さんご存知のように、田口円裕先生は厚生労働省の歯科保健課長を
ご経験されまして、ずっと歯科医療政策、診療報酬改定の中で責任者を務
めて来られた方でございます。2040年に向かいまして、医療、それから歯
科医療も非常に大きな転換を求められておりますし、特にその年末に向け
て骨太方針の中でも議論がありますように、かかりつけ医・かかりつけ歯科
医の問題というようなことも大きなテーマになってきております。今日は広
い視野からご講演をお願いしたいと思います。

座長　　唐澤 剛
　　　　

iDi理事
佐久大学客員教授
元厚生労働省保健局長
元内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局 地方創生総括官

歯科保健医療の目指すべき場所

特別講演 10:10～11:10

加藤仁夫
　　
　　

iDi理事
日本大学特任教授・前教授

　会場の皆様、おはようございます。また、Webで参加の皆様お
はようございます。
　今年も昨年同様、コロナ禍の中、やはり現地で顔を見ながら
直接聞き、そしてWebでも参加が可能なハイブリッド方式で行
なうことになりました。
　実を言いますとWebで参加する方が結構いらっしゃいまして、
以前のように対面のみでやっていた時よりも参加者が多い。今
年は昨年よりもさらに増えております。
　今回は田口先生の特別講演を含め5題の講演がございます。
それぞれ専門の先生でございますので、良いお話が聞けるだろ
うと思います。メインテーマは「持続可能な歯科医療」ですが、
やはり焦点は「健康長寿」ということに絞って、コロナと健康長寿
に関係するような話題を提供しようということになり、この5人の
先生にお願いしました。是非、最後までご清聴いただきたいと
思います。
　また、終了後には懇親会の場所を設けてございますので、帰
りに寄っていただいて、色々な質問や世間話などもしていただ
ければと思います。

鴨井久一
　　
　　

iDi理事長
日本歯科大学名誉教授

　おはようございます。コロナ禍となってもう3年になります。一
昨年は中止となった「iDi歯科学会」も本年は昨年に引き続き、オ
ンラインとのハイブリッドで開催させていただくこととなりまし
た。本日は特別講演として田口円裕先生より、歯科の機能の面を
これからどうやって整えていったらいいか、また、医科歯科連携、
地域医療をどう活性化すればいいかというようなお話が伺える
と思います。
　コロナに対する問題としては、今井健一先生と泉福英信先生
からお話しいただきます。また、見崎先生からは、特に高齢者に
対する麻酔についての考え方やその取り扱い方をお話しいた
だきます。
　インプラントは本当に噛めて、快適でいいものでありますが、
インプラントにまつわるトラブルをいかに最小限にするかと
いったお話を渡邉文彦先生からしていただきます。
　またご拝聴いただいてご質問等ありましたらどうぞおっ
しゃっていただいて、有意義な1日にしたいと思います。長丁場
になりますけど、よろしくお願いします。

2022年 iDi歯科学会

大会長挨拶 10:05～10:10 理事長挨拶 10:00～10:05

Takao Kato

Nobuhiro Taguchi

Kyuichi Kamoi
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講演
　　

泉福英信
　　
　　

日本大学松戸歯学部感染免疫学講座 教授

Hidenobu Senpuku Fumihiko Watanabe Toru Misaki Kenichi Imai

iDiセミナーレポート 

　「新型感染症と戦いか共存か！」というタイトルにありますけれども、
戦いなのか共存なのかと問われれば、皆さんも既に感じられていると
思いますが、やはり「共存」という形になると思います。
　感染症というのは終わりがないというか、また新しい病原体による
感染症も広がる可能性もあります。オミクロン株に対するワクチンが
できたとしても、さらにウイルスが変異していきますし、他の感染症も
出てきます。現在、梅毒も実際増えていますし、サル痘なども出現して
います。
　そのような中でも、口腔を守っていくために、様々な制限を受けずに
歯科医療を提供していくシステムづくりが重要になってきます。
　やはり口腔というのは万病のもとですし、口が綺麗なことによって、
健康が維持され、全身の免疫にも関わってくる。これはエビデンスも
育ってきております。ですから、やはり歯科医療は提供し続けなければ
なりません。
　そもそも、歯科医院でコロナウイルスに感染するというのは少ない
と考えています。まず、唾液に溜まったウイルスが飛び散った場合は、
すぐに下に落ちますし、口腔外バキュームなどで感染対策をとってい
る歯科医院も多くなっています。
　実際にコロナに感染するのは「呼気」からなのです。歯科医師が治療
中にマスクを外して患者さんと会話するということはほとんどないは
ずですので、感染者が歯科医院から広がるということは、ほぼないと
思っています。
　しかも、唾液にはもともと抗菌・抗ウイルス成分が数多く含まれてい
ます。ですから治療中には唾液はどんどん出させて、抗ウイルス効果を
発揮させた方がいい。
　ですから、今まで行なってきた歯科医療というのは、すべて抗ウイル
ス対策になっているといえます。唾液を出させるように患者さんをさら
にリラックスさせた方がいいと思います。
　院内感染対策に終わりはありません。これはコロナウイルスが終息
したとしても変わりません。ですから、今後も感染症と共存しながら歯
科医療を提供し続けてください。

　泉福先生は感染学の専門家でいらっしゃ
います。国立感染症研究所でご活躍され、
現在は、日本大学松戸歯学部で感染免疫学
講座の教授として教鞭をとっていただいて
おります。本日は、今後コロナとどう付き
合っていくか、戦いか、共存かというテーマ
でお話しいただきます。

新型感染症と戦いか共存か！
パンデミック下において求められる歯科医療

講演4 16：20～17：20

座長　　鈴木仙一
　　　　

医療法人社団ライオン会理事長
日本大学松戸歯学部臨床教授

講演
　　

渡邉文彦
　　
　　

日本歯科大学新潟生命歯学部 名誉教授

　長期間、良好にインプラントを保つためには必要な条件がありま
す。これは、ドクター側の条件と患者さん側の条件があります。
　ドクター側の条件というのは、きちっとインプラントがうまく埋入で
きるのか、設計ができるのか、上部構造がきちっとしたものが歯科技
工士と連携してできるのか、適切な咬合を与えられるのか、口腔衛生
管理ができるのかなどです。
　当然、高い技術を持たなければいけないし、メンテナンスやリコー
ルのシステムを構築しなければなりません。
　患者さん側の条件は、基礎疾患があるとか、スモーカーであるとか、
飲酒習慣などがあります。
　そしてドクターは患者さんに適切なインフォームドコンセントをしな
ければなりません。はじめにインプラントありきで、インプラントのことし
か説明しないのはいけません。同じ欠損であっても、食生活も年齢も違
いますから、それぞれの方に合ったインフォームドコンセントが必要に
なってきます。それがないためにトラブルが起こることも多いのです。
　「インプラントでなくてもこういう治療法がありますよ」
　「これは保険が適用になりますよ」
　「しかし、これは歯を削らなきゃいけないですよ」
　「インプラントは、隣の歯を削らなくて済みますよ」
　「でも、お金はかかりますよ」
　特にこの5つは必ずいわなければなりません。
　また、材料メーカーは、不適切な広告の規制や、正しい情報提供、機
材の規格統一や、相談窓口を設けるなどが必要です。
　教育側には、将来的に統一したカリキュラムが必要です。専門医と
いうのは、患者さんに貢献するためのもの。患者さんは専門医であれ
ば、どこへ行っても同じような治療が受けられるということが大切で
す。ですから、教育もきちんと行なわなければなりません。
　インプラントは、適切に噛める状態をつくり、そして快適に日常生活
を送ってもらうためのもの。それこそがゴールだと思います。そのため
に我々は、これを考えた治療、あるいはこれをできるような技術を高
めていくということが必要です。

　黎明期のインプラントは5年持てば成功
といわれていた時代から、現在では20年も
30年も使えるようになってきました。ただ
一方で、長く持つということが新たなトラブ
ルを起こしてしまうことも多々見てきており
ます。今日はそのような話も含めまして、臨
床の立場から、現在求められているインプ
ラント歯科治療というものについて渡邉先
生にお話しいただきたいと思います。

社会から求められるインプラント歯科治療

講演3 14：40～16：10

座長　　加藤仁夫
　　　　

iDi理事
日本大学特任教授・前教授

講演
　　

見崎 徹
　　
　　

日本大学歯学部歯科麻酔学講座 歯科麻酔
みさき歯科医院院長

　現在、私はみさき歯科医院の院長とはいいながら、出張麻酔を主体
としていますので、各クリニックの医療安全対策とか事故の予防策を
日々検証しております。
　現在、人口はどんどん減少しながらも、高齢者比率が増えるという
ことはイコール有病者の比率が増えるということで、私の出張先のク
リニックでももう3分の1、また4分の1は、高齢者であったり、半数近
くが有病者であったりという時代になってきております。
　そのような中で、患者さんの歯科治療や局所麻酔に対するストレス
を適切に評価するためにはどうしたらいいのか。見ただけで大丈夫
だろうとか、患者さんが大丈夫といったというのはストレスの程度を
適切に把握するということにはなりません。ですから、バイタルサイン
を測定して記録を取ることで、より正確にストレスの程度を評価する
必要があります。
　まずは血圧です。歯科治療で局所麻酔をするのに、どれくらいの血
圧なら大丈夫なのかと時々いわれます。これもいろんな考え方があり
ますが、最高血圧は150か最低血圧が90か、どちらかがこれ以上高
いものは、何らかの危険はあると考えていいと思います。
　また、脈拍数にも注目してください。歯科治療の時に患者さんがユ
ニットに座っていて、1分間に100回の脈拍だとします。チェアに座っ
ているにもかかわらずジョギング中と同じ状態なのは頻脈の危険性
があります。私は最も注目すべきバイタルサインは、脈拍数であると
いうふうに考えています。
　今の時代に応じたクリニックというのは、適切な生体情報モニ
ターが備えられ、酸素吸入装置が用意され、救急薬品や救急用品が
あり、さらに管理が行き届き、使用法にも習熟しているということが
条件です。生体情報モニターや、酸素吸入装置がないということは、
防げたはずの医療事故を誘発したと判断されても過言ではないと思
います。
　見崎の話を実行しようとすると、お金がかかるといわれております
が、安全はただでは買えません。我々は、安全の提供はできますけれ
ど、安心かどうかというのは患者さんが決めるのです。

　見崎先生に本日お話しいただくのは、医
療安全が大きなテーマです。毎年のように
高齢化率を更新し続けている我が国にお
いて、診療室が高齢者ばかりであふれてし
まう時代は目の前です。高齢者は多病です
し、歯科の安全な治療は、我々の最重要
テーマです。本日は、見崎先生から安心な
治療を提供するために必要なことを数多く
学ばせていただきましょう。

高齢者・有病者の安全・安心を最優先に
考えながら日々の診療を実践するポイント

-目前の高血圧、糖尿病などの有病者に対して
安全に局所麻酔して安心な治療を提供するために必要なこと-

講演2 13：20～14：30

座長　　矢島安朝
　　　　

iDi理事
松本歯科大学病院長
松本歯科大学口腔インプラントセンター センター長
松本歯科大学教授
東京歯科大学名誉教授

講演
　　

今井健一
　　
　　

日本大学歯学部細菌学講座 教授

　ウイルスというのは、非常に単純です。新型コロナの場合はRNA
ウイルスですが、自分で増えることはできません。生きた細胞の中で
はじめて増えることができるのがウイルスです。本当にこんな小さな
物質が世界を震撼させているのです。実際、何も対策しなければ人
類が滅びる可能性もあります。
　歯科界では、虫歯菌や歯周病原因菌など細菌にターゲットを絞っ
て研究や実験が行なわれてきましたが、今後はコロナウイルスやノ
ロウイルスというような重要なウイルスについても、目を向けていか
なくてはいけないと考えております。
　緊急事態宣言が出た当初は、歯科は飛沫が多く発生するので感染
リスクが高いといわれ、いわゆる歯科の受診控えが起こりました。先
生方の診療所も患者さんが減ったと思われますが、やはり受診控え
により口腔環境が悪くなると、歯周病も進行し、全身の疾患も悪く
なっていく可能性は十分ありました。
　歯科では、日々の先生方の口腔ケアや治療によって、誤嚥性肺炎
やインフルエンザ等を予防してきた実績があり、口腔ケアが大事で
すよ、誤嚥性肺炎の予防に有効ですよといってきましたが、実のとこ
ろ口腔ケアがなぜ大事なのかという理由自体はわかっていないかも
しれません。自分たちが行なっている口腔ケアが、ウイルスの感染に
対して、なぜ効くのかということを、患者さんに説明できますか？
　裏を返せば、歯周病や口腔内の不衛生が、なぜ呼吸器疾患を悪く
するかという理由がわかっていないからだと思います。
　それは、口腔内が不衛生だと、新型コロナウイルスの場合、受容体
の「ACE2」を口腔細菌が誘導することによって、他の細菌や他のウ
イルスの感染効率を高めてしまうからです。また、直接その口腔細菌
や歯周病原因菌が肺や呼吸器の細胞に作用して大量の炎症性サイ
トカインを誘導するのではないかと考えられるからなのです。
　やはり歯科医療の世界でも、細菌だけでなくウイルスへの対策が
非常に重要ということを今一度先生方に認識をしていただきたいと
思います。

　コロナの感染は、鼻腔と口腔からによる
ものが多いと言われておりますが、口腔か
らどのようにウイルスが入ってくるのか、ど
うすれば予防できるのかなどについて、今
井先生はかなり研究をされておりますし、
色々なデータをお持ちですので、皆さん是
非拝聴いただきたいと思います。

withコロナ時代における歯科の役割
-感染症の予後を分ける口腔ケアの重要性-

講演1 11：20～12：20

座長　　鴨井久一
　　　　

iDi理事長
日本歯科大学名誉教授
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Interview

工
学
の
知
識
や
技
術
を
活
か
し
な
が
ら

患
者
さ
ん
の
健
康
に
貢
献

　

ス
ケ
ガ
ワ
歯
科
医
院
院
長
の
助
川

洋
氏
は
若
い
頃
か
ら
と
に
か
く
機
械

が
好
き
だ
っ
た
。

　
「
子
ど
も
の
頃
の
愛
読
書
は
コ
ー
リ

ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
と
い
う
人
が
書
い
た

〝
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
／
理
論
と
設
計
〞と
い

う
本
で
し
た
。車
の
構
造
と
理
論
の
技

術
解
説
本
で
、将
来
は
自
動
車
設
計
の

道
に
進
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

同
氏
は
工
学
部
に
進
ん
で
機
械
工

学
を
専
攻
し
よ
う
と
思
う
も
、家
族
か

ら
の
大
反
対
に
あ
う
。

　
「
当
時
は
か
な
り
の
就
職
難
で
、相

　
「
何
度
も
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
に
行

き
、有
名
な
カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
訪
ね
て
い
ま
し
た
。そ
の
つ
い
で

に
と
い
っ
て
は
何
で
す
が（
笑
）、E
A
O

な
ど
の
学
会
に
も
顔
を
出
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。あ
ま
り
に
通
い
つ
め
た
の

で
、欧
州
の
著
名
な
歯
科
医
師
た
ち
も
そ

の
技
術
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
共
に
多
く
の
最

先
端
医
療
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の「
ノ
ー
ベ
ル
バ
イ
オ

ケ
ア
」や
ド
イ
ツ
の「
シ
ロ
ナ
」な
ど
の

最
先
端
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
も

通
っ
た
同
氏
は
、そ
の
最
新
機
器
を

次
々
と
導
入
。国
内
で
も
様
々
な
歯
科

医
師
を
訪
ね
た
り
、多
く
の
セ
ミ
ナ
ー

　
「
虫
歯
予
防
は
か
な
り
マ
メ
に
や
り

ま
す
。患
者
さ
ん
が
嫌
が
る
ぐ
ら
い
徹

底
的
に
指
導
し
ま
す
の
で
、た
ま
に
患

者
さ
ん
と
険
悪
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す

（
笑
）。徹
底
し
た
治
療
法
に
つ
い
て
は

開
業
当
時
か
ら
最
先
端
の
機
器
を
取

り
入
れ
て
き
ま
し
た
。良
さ
そ
う
な
機

械
は
、私
に
と
っ
て
楽
し
い
機
械
。こ
の

30
年
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
毎
年
の
よ
う

に
進
化
し
て
き
ま
し
た
の
で
ワ
ク
ワ
ク

の
日
々
で
し
た
」

　

同
氏
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
マ
ニ
ア
と
し

て
も
、そ
の
世
界
で
有
名
で
あ
る
。多
数

の
旧
車
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
含
め
た
欧
州

車
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
30
台
に
も
及
ん

で
い
る
。

卒
業
後
も
大
学
に
残
り
、顎
や
歯
の
構

造
な
ど
様
々
な
研
究
に
没
頭
。そ
し
て

１
９
９
０
年
に
、水
戸
市
の
旧
市
街
に

あ
っ
た
実
家
の
土
地
に「
ス
ケ
ガ
ワ
歯

科
医
院
」を
開
業
し
た
。

　
「
最
初
、医
院
の
名
前
を〝
デ
ン
タ
ル

テ
ク
ニ
カ
〞に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

で
す
が
、鉄
工
所
？ 

な
ど
と
い
わ
れ
、

開
業
直
前
に
ス
ケ
ガ
ワ
歯
科
医
院
と

し
ま
し
た
。今
の
時
代
だ
と
良
い
名
前

で
す
よ
ね
。時
代
が
早
す
ぎ
ま
し
た

（
笑
）。で
す
の
で
、現
在
は
愛
称
と
し

て
使
っ
て
い
ま
す
」

　

同
氏
は「
徹
底
し
た
虫
歯
予
防
」と

「
徹
底
し
た
治
療
法
」を
根
本
方
針
に

定
め
た
。

当
に
優
秀
じ
ゃ
な
い
と
車
の
設
計
な
ん

か
で
き
な
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。そ
れ
で

や
む
な
く
歯
学
部
に
進
ん
だ
の
で
す
」

　

同
氏
は
大
学
で
歯
科
の
面
白
さ
に

気
が
つ
い
た
。口
の
中
の
治
療
計
画
を

構
築
し
て
い
く
の
は
車
の
世
界
と
の
共

通
点
が
多
く
あ
っ
た
。

　
「
バ
ラ
ン
ス
と
か
モ
ー
メ
ン
ト
と
か

物
理
学
や
機
械
工
学
の
世
界
と
共
通

す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。ま
さ
に
顎

関
節
は
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
も

の
で
す
し（
笑
）」

　

自
ら
を「
凝
り
性
」と
語
る
同
氏
は
、

な
シ
リ
コ
ン
で
の
型
取
り
も
不
要
で
す

の
で
、非
常
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」

　

同
氏
は
、機
械
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、

常
に
最
新
機
器
の
情
報
と
治
療
技
術

を
収
集
し
、積
極
的
に
導
入
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
、車
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、自

分
の
車
と
同
じ
よ
う
に
患
者
さ
ん
の
歯

を
大
切
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
、そ
の
性
能

を
維
持
し
続
け
る
努
力
を
怠
ら
な
い
。

　
「
工
学
部
に
進
ま
な
く
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す（
笑
）。好
き
な

工
学
の
知
識
や
技
術
も
活
か
し
な
が
ら

患
者
さ
ん
の
健
康
に
貢
献
で
き
ま
す

し
、歯
科
医
師
は
本
当
に
天
職
で
す
ね
」

　

同
氏
は
、こ
れ
か
ら
も
時
代
の
進
化

と
共
に
、さ
ら
に
治
療
効
果
の
高
い
機

器
と
技
術
で
患
者
の
歯
を
守
り
続
け
て

い
く
だ
ろ
う
。

は
ほ
と
ん
ど
毎
日
し
て
い
ま
す
の
で
、万

に
近
い
症
例
は
あ
り
ま
す
。場
所
柄
、年

齢
層
が
高
い
地
域
で
す
の
で
、50
代
か

ら
の
本
当
に
歯
が
悪
い
方
の
口
内
環
境

を
全
体
的
に
構
築
し
て
い
く
よ
う
な
、

ト
ー
タ
ル
デ
ン
タ
ル
ケ
ア
が
中
心
で
す
」

　

同
氏
の
、患
者
さ
ん
の
歯
を
一
生
診

る
と
い
う
姿
勢
と
、時
に
は
患
者
を

怒
っ
て
ま
で
指
導
す
る
情
熱
、そ
し
て

安
心
・
安
全
な
手
術
を
実
現
す
る
数
々

の
最
新
機
器
。そ
れ
ら
が
評
判
と
な
り
、

同
院
に
は
数
多
く
の
患
者
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

最
近
で
は
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
の「
プ
ラ
イ

ム
ス
キ
ャ
ン
」シ
ス
テ
ム
を
導
入
。小
型

の
３
Ｄ
カ
メ
ラ
で
口
の
中
を
ス
キ
ャ
ン

し
て
歯
の
形
を
立
体
的
に
再
現
し
、そ

の
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
を
も
と
に
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
で
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
イ
ン
レ
ー
や

ク
ラ
ウ
ン
を
削
り
出
す
の
だ
。

　
「
２
０
２
０
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ

ジ
タ
ル
学
会
で
は
じ
め
て
見
て
、す
ぐ

に
導
入
し
ま
し
た
。非
常
に
精
度
が
高

く
、よ
り
フ
ィ
ッ
ト
感
に
優
れ
る
セ
ラ

ミ
ッ
ク
を
最
短
１
時
間
で
院
内
で
つ
く

れ
ま
す
し
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
不
快

　

同
院
に
は
、東
京
な
ど
の
都
市
部
で

も
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
、グ
ロ
ー
バ

ル
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
持
つ
最
先
端
機

器
が
数
多
く
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

　

顎
口
腔
の
解
剖
学
的
情
報
を
捉
え

る
た
め
の「
３
Ｄ
Ｃ
Ｔ
」や
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
治

療
計
画
を
立
て
る「
ノ
ー
ベ
ル
ガ
イ

ド
」、３
Ｄ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン「
Ｘ-

G
Ｕ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
」、超
音
波
骨
切
削
器
具「
ピ
エ

ゾ
サ
ー
ジ
ェ
リ
ー
」、最
新
の「
マ
イ
ク
ロ

ス
コ
ー
プ
」、複
数
の「
生
体
情
報
モ
ニ

タ
ー
」な
ど
を
用
い
て
、正
確
な
デ
ジ
タ

ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
も
と
、安
全
な
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
手
術
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
メ
ス
に
よ
る
歯
肉
の
切
開
や
剥
離
、

縫
合
を
し
な
い
フ
ラ
ッ
プ
レ
ス
の
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
も
多
数
行
な
っ
て
い
ま
す
。イ

ン
プ
ラ
ン
ト
に
特
化
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
で
す
が
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
手
術

に
出
席
し
た
り
と
貪
欲
に
新
し
い
治
療

技
術
を
学
ん
で
い
っ
た
。

　
「
Ｃ
Ｔ
が
な
か
っ
た
１
９
９
５
年
頃

か
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
は
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、当
時
は
３
人
で
口
の
中
を

見
て
位
置
決
め
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

の
時
代
に
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
入
れ
た
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
は
、今
で
も
多
く
の
方
が

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、現
在
の
機
器

を
使
っ
た
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
と
比
べ
る
と
、申
し
訳
な
い
気
分

に
な
り
ま
す
ね
。せ
め
て
も
の
気
持
ち

で
精
一
杯
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
」

　

同
氏
は
、昔
か
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

入
れ
た
患
者
さ
ん
に
、そ
の
日
の
夜
に

必
ず
電
話
を
入
れ
て
い
る
。そ
し
て
自

分
の
携
帯
番
号
も
教
え
、何
か
不
具
合

が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
昔
か
ら
10
年
保
証
を
付
け
て
い
ま

す
が
、プ
ラ
イ
ド
が
あ
り
ま
す
の
で
10

年
を
越
え
て
も
治
し
続
け
て
い
ま
す
。

車
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
だ
っ
て
そ
う
で
す
よ

ね
。車
を
乗
り
続
け
て
い
る
以
上
、メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。そ
れ
と

同
じ
で
す
」

　

患
者
の
歯
を
一
生
診
る
。そ
し
て
患

者
の
健
康
を
守
り
続
け
る
。そ
れ
が
同

氏
の
信
念
な
の
で
あ
る
。

日本大学 客員教授
日本大学松戸歯学部 兼任講師
日本口腔インプラント学会 専門医
ICOI（国際口腔インプラント学会) 指導医・専門医
日本歯科放射性学会 認定医
日本アンチエイジング学会 認定医

　 すけがわ      ひろし 　

機械が好き過ぎたため工学部に進もうと考
えていた助川洋氏。同氏はその夢を諦め、
歯学部に進み「スケガワ歯科医院」を茨城
県水戸市に開業した。しかし、機械が好き
な同氏にとって機械工学と歯科の世界は
共通するものが多く、さらにその知識や技
術は、歯科医師として大きな武器となった。
多岐にわたる最新テクノロジーを駆使して
多くの患者のトータルデンタルケアを担う
同氏にインタビューし、そのキャリアを聞
いた。

車
や
機
械
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
て
き
た

iDi認定歯科医師インタビュー

スケガワ歯科医院
院長

助川 洋

数々の最新機器を
導入する

機械マニアならではの
デンタルケア

スケガワ歯科医院
　茨城県水戸市上水戸1-11-7　

　029-228-1518
　https://www.sukegawa-dental.com/

1990年に水戸市の旧市街
地に開業したスケガワ歯科
医院。看板には当初付けた
かった名前である「デンタル
テクニカ」を愛称として掲
示。その名の通り、最先端か
つグローバルなテクノロ
ジーを追究し続けている。

CT撮影データとシミュレーションソフトによる「ノーベルガイド」や、GPS測定のナビゲー
ションシステム「X-GUIDE」など、常に最先端の機器を多数導入し、安全でより良い治療
を患者へ提供している。

3Dスキャナーで口の中を撮影し、歯の形
をモニター上に立体的に再現。画面上で修
復物を設計し、連動した3Dプリンタでセラ
ミックを削り出す。最短1時間で精度の高
いインレーやクラウンがつくれ、質の高い
ワンデートリートメントを実現している。

「たまに患者さんと険悪な雰囲気になりま
す」と語るほど徹底した指導を行ない、虫歯
予防などのメンテナンスや、歯科衛生士によ
るプロフェッショナルケアを積極的に行なっ
ている。4台のユニットは休まる暇がない。
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Interview

総
合
歯
科
診
療
の
実
践
で

多
く
の
患
者
の
不
定
愁
訴
を
改
善

　
「
快
適
な
咬
み
合
わ
せ
を
つ
く
る
こ

と
。そ
れ
が
歯
科
医
療
の
本
来
の
目

的
で
す
」

　

西
川
歯
科
医
院
の
西
川
洋
二
氏

は
、最
初
に
そ
う
語
っ
た
。

　
「
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
寿
谷
一
先
生
と
の
出
会
い
で

し
た
」

　

寿
谷
氏
は
、１
９
７
０
年
代
か
ら
ア

メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
歯
科
医
師
で
、73

年
に
歯
槽
骨
の
表
層
に
小
さ
な
ヒ
ビ

を
入
れ
る
コ
ル
チ
コ
ト
ミ
ー
併
用
矯

正
の
実
践
的
理
論
を
発
表
。83
年
に
は

的
な
検
査
・
診
断
に
よ
り
、根
本
的
な

原
因
を
突
き
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
で
す
か
ら〝
総
合
歯
科
診
療
〞を
行

な
っ
て
い
る
の
で
す
。歯
の
１
本
１
本
を

診
る
の
で
は
な
く
、顎
関
節
を
含
め
た

口
腔
内
の
状
態
を
包
括
的
に
捉
え
、そ

の
う
え
で
快
適
な
咬
み
合
わ
せ
の
実
現

を
ゴ
ー
ル
に
定
め
ま
す
。虫
歯
や
歯
周

病
の
治
療
は
あ
く
ま
で
過
程
な
の
で
す
」

　

同
氏
は
患
者
が
望
ん
で
も
、す
ぐ
に

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
入
れ
る
こ
と
は
し
な

い
。咬
み
合
わ
せ
が
悪
い
ま
ま
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
を
入
れ
て
も
、さ
ら
な
る
悪
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
が
最
適
で
あ
れ
ば
行

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
の
だ
。

　
「
そ
の
後
の
治
療
で
咬
み
合
わ
せ
を

調
整
す
る
場
合
は
、ま
ず
下
顎
頭
の
位

置
が
理
想
的
な
位
置
か
ら
ど
の
方
向

に
ど
の
程
度
偏
位
し
て
い
る
の
か
を
正

確
に
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
解

析
方
法
に
つ
い
て
は
寿
谷
先
生
と
共
同

で
特
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。Ｃ
Ｔ
を

用
い
た
８
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
よ
り
咬
合

器
上
で
顎
関
節
の
立
体
的
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
こ
と
で
、顎
の

ず
れ
を
是
正
す
る
高
い
精
度
の
ス
プ
リ

ン
ト
作
成
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

　

口
腔
内
の
ト
ラ
ブ
ル
は
様
々
な
要

因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
の
で
、顎
の
ず
れ
も
含
め
た
総
合

補
綴
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
学
問
と

技
術
を
修
得
し
て
い
っ
た
。

　
「
快
適
な
咬
み
合
わ
せ
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、す
べ
て
の
歯
科

治
療
は
単
な
る
対
症
療
法
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。虫
歯
治
療
の
た
め
に
イ
ン
レ
ー

を
装
着
し
て
も
、無
理
な
負
担
が
か

か
っ
て
外
れ
た
り
、顎
関
節
が
ず
れ
た

り
す
る
な
ど
の
悪
影
響
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
」

　

そ
の
た
め
、同
氏
は
訪
れ
た
患
者
さ

ん
の
初
診
時
に
、口
腔
内
の
写
真
撮

影
、Ｃ
Ｔ
、診
察
な
ど
１
時
間
ほ
ど
か

け
て
じ
っ
く
り
と
診
察
を
行
な
う
。

様
々
な
問
題
の
原
因
が
噛
み
合
わ
せ

の
不
適
合
に
あ
る
か
ど
う
か
を
判
別

ア
メ
リ
カ
で
最
も
歴
史
と
権
威
の
あ
る

学
会
に
東
洋
人
初
、し
か
も
史
上
最
年

少
で
正
会
員
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
「
寿
谷
先
生
が
84
年
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
帰
っ
て
き
て〝
Ｐ
．Ｇ
．Ｉ
．〞と
い
う
咬

合
学
の
研
究
所
を
東
京
・
目
白
に
開
設

し
ま
し
た
。そ
の
第
１
期
生
が
私
で
す
」

　

同
氏
は
Ｐ
．Ｇ
．Ｉ
．で
顎
生
理
学
に
基

づ
い
た「
総
合
歯
科
診
療
」を
学
ん
だ
。

寿
谷
氏
が
提
唱
し
た
咬
合
と
顎
関
節

は
関
係
が
あ
る
と
い
う
理
論
の
も
と
、

顎
生
理
学
や
咬
合
学
は
も
ち
ろ
ん
、矯

正
学
、解
剖
学
、歯
内
・
歯
周
療
法
学
、

も
一
流
、ペ
リ
オ
も
一
流
を
目
指
さ
な

い
と
実
現
で
き
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
私

が
一
流
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。今
も
、一
流
を
目
指
し
て
い
る
最
中

で
す
。し
か
し
、総
合
歯
科
診
療
は
歯
の

健
康
に
と
ど
ま
ら
ず
、患
者
さ
ん
の
精

神
的
、肉
体
的
な
健
康
の
実
現
と
維
持

に
も
つ
な
が
る
有
意
義
な
も
の
で
す
。

今
後
も
そ
れ
を
若
い
歯
科
医
師
や
多

く
の
患
者
さ
ん
に
伝
え
て
、よ
り
多
く

の
人
々
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
ね
」

　

寿
谷
氏
の
志
は
、衣
鉢
を
継
い
だ
同

氏
に
よ
り
さ
ら
に
昇
華
し
、咬
み
合
わ

せ
の
哲
学
は
進
化
し
続
け
て
い
る
。同

氏
が
行
な
う
総
合
歯
科
診
療
は
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
福
音
と
な

る
だ
ろ
う
。

が
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
」

　

ま
た
、寿
谷
氏
が
理
論
を
確
立
し
た

「
コ
ル
チ
コ
ト
ミ
ー
併
用
矯
正
」（
ス

ピ
ー
ド
矯
正
）は
、日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
症
例
数
を
誇
っ
て
い
る
。

　
「
理
想
的
な
咬
み
合
わ
せ
を
つ
く
る

た
め
に
矯
正
が
必
要
な
場
合
、コ
ル
チ

コ
ト
ミ
ー
併
用
矯
正
は
理
想
的
と
い
え

ま
す
。こ
れ
は
歯
の
土
台
で
あ
る
歯
槽

骨
の
表
層
に
ヒ
ビ
を
入
れ
る
外
科
手
術

を
行
な
い
、骨
が
再
生
す
る
過
程
で
歯

を
移
動
さ
せ
る
治
療
法
。大
体
、一
般
的

な
矯
正
に
比
べ
て
半
分
以
下
の
時
間
で

済
み
ま
す
。ま
た
、骨
は
再
生
後
に
以
前

よ
り
も
丈
夫
に
な
る
性
質
が
あ
り
ま
す

の
で
、矯
正
後
の
安
定
性
が
高
く
、後
戻

り
の
リ
ス
ク
も
軽
減
さ
れ
ま
す
」

　

現
在
、同
氏
は
様
々
な
知
識
や
技
術

を
後
進
に
伝
え
る
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。２
０
１
４
年
に

寿
谷
氏
が
惜
し
く
も
他
界
し
た
後
、

Ｐ
．Ｇ
．Ｉ
．の
代
表
を
引
き
継
ぎ
、さ
ら

な
る
総
合
歯
科
診
療
の
普
及
・
発
展
の

た
め
に
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
で
技
術
を
伝

え
て
い
る
の
だ
。

　
「
総
合
歯
科
診
療
の
実
践
は
、エ
ン
ド

　

同
氏
は
、咬
み
合
わ
せ
の
不
適
合
は

歯
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
と
語
る
。頭

痛
、肩
こ
り
、目
ま
い
、耳
鳴
り
な
ど
の

原
因
も
、咬
み
合
わ
せ
の
不
適
合
に
よ

る
も
の
が
多
い
そ
う
だ
。

　
「
不
定
愁
訴
と
呼
ば
れ
る
状
態
で

す
。多
く
の
場
合
、原
因
不
明
で
内
科

や
精
神
科
に
か
か
っ
て
も
自
律
神
経

失
調
症
な
ど
と
診
断
さ
れ
、悩
ま
れ
て

い
る
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

私
の
長
年
の
経
験
か
ら
、不
定
愁
訴
は

咬
み
合
わ
せ
の
不
適
合
に
よ
る
顎
関

節
症
が
原
因
で
あ
る
こ
と
も
多
い
と

感
じ
て
い
ま
す
」

　

同
氏
は
顎
関
節
症
の
治
療
に
あ
た

り
、関
節
円
板
の
ず
れ
を
元
の
位
置
に

戻
し
、筋
肉
を
ほ
ぐ
す
こ
と
で
、ま
ず

痛
み
を
低
減
さ
せ
る
。そ
の
後
、ス
プ

リ
ン
ト
療
法
や
補
綴
処
置
、咬
合
調
整

な
ど
を
行
な
い
、快
適
な
咬
み
合
わ
せ

を
つ
く
る
こ
と
で
顎
関
節
症
、ひ
い
て

は
不
定
愁
訴
を
改
善
し
て
い
く
。

　
「
実
際
、多
く
の
患
者
さ
ん
が
顎
関

節
症
の
治
療
に
よ
り
、頭
痛
や
肩
こ
り

な
ど
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
ま
す
。数
多

く
の
感
謝
の
お
手
紙
を
頂
戴
し
、そ
れ

な
い
ま
す
。し
か
し
、患
者
さ
ん
が
保

険
治
療
を
望
め
ば
、そ
の
範
囲
内
で
最

善
を
尽
く
し
ま
す
。そ
れ
が
で
き
る
の

は
、50
年
近
く
歯
科
医
院
を
続
け
て
き

た
か
ら
こ
そ
。簡
単
に
い
う
と
お
金
に

そ
れ
ほ
ど
困
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す

（
笑
）。た
と
え
ば
若
い
歯
科
医
師
だ
と

経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
、目
先

の
高
額
な
治
療
を
し
て
し
ま
う
こ
と

も
多
い
で
し
ょ
う
」

　

こ
れ
が
日
本
の
歯
科
業
界
が
抱
え

る
問
題
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
同

氏
は
語
る
。総
合
歯
科
診
療
は
時
間
が

か
か
る
治
療
で
あ
る
。つ
ま
り
金
銭
的

に
は
割
が
合
わ
な
い
の
だ
。し
か
も
、歯

科
の
あ
ら
ゆ
る
知
識
と
技
術
の
修
得

は
必
須
で
あ
り
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。実

際
、き
ち
ん
と
し
た
咬
み
合
わ
せ
を
実

現
す
る
技
術
を
持
っ
て
い
る
歯
科
医
師

は
全
体
の
３
％
に
満
た
な
い
そ
う
だ
。

　

西
川
歯
科
医
院
が
最
後
の
駆
け
込

み
寺
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

P.G.I.（Practical Gnathology Institute）代表
P.G.I. コルチコトミー 指導医
ICOI（国際口腔インプラント学会）専務理事・指導医
日本顎咬合学会 指導医

   にしかわ        ようじ　

   

す
や    

は
じ
め　

1974年に開業以来、50年近くにわたって
快適な咬み合わせをつくることを目指し、多
くの患者の治療にあたってきた神奈川・相模
大野「西川歯科医院」院長の西川洋二氏。同
氏は快適な咬み合わせの実現のために咬合
調整、矯正治療、保存修復、補綴処置など、あ
らゆる歯科技術を駆使した「総合歯科診療」
を行なっている。また原因がわからない不定
愁訴は、咬み合わせの不適合が原因である
ことも多く、その治療により多くの患者さん
を救ってきた。咬み合わせの治療に日夜励
む同氏の信念に迫る。

快
適
な
咬
み
合
わ
せ
の
実
現
こ
そ
が

治
療
の
ゴ
ー
ル

iDi認定歯科医師インタビュー

医療法人社団西友会
西川歯科医院
理事長・院長

西川洋二

快適な咬み合わせを
つくるため

総合歯科診療の
実践に取り組む

医療法人社団西友会
西川歯科医院　

　神奈川県相模原市南区相模大野3-17ｰ19 高橋ビル2階
　042-744-6487   　　https://www.nishikawa-dent.com/

リポジショニング型ハードスプリント（顎誘
導型スプリント：M.I.C.）を作成するための
顎関節規格撮影装置「サジタリウス
3000」。下顎頭の位置が理想的な位置から
どの方向にどの程度偏位しているのかを正
確に知るために不可欠な装置である。

西川歯科医院は1974年に神
奈川県大和市南林間にて開業
し、2003年に現在の相模大野
に移転した。海を愛する同氏は
湘南にも東京にも出やすいと
いう理由から、南林間と相模大
野を選んだそうである。

顎関節を3次元的に再現する咬合器にマウントする歯の石膏模
型をつくるための制作室。患者から採取したデータに基づいた
高い精度の石膏模型を日々制作し、咬合診断に使用している。

咬合・顎関節症治療のためのセミナーを数多く行なっている。西
川歯科医院が会場となることも多く、実践的なセミナーでフェイ
スボウの正しい装着方法など、様々な技術を後進に伝えている。
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■参加費用（会場/オンライン共に）

■研修内容

一般（会員以外）

外来環と歯初診

30,000円
5,000円

30,000円
5,000円

20,000円

3,000円

20,000円
3,000円i D i / I SM 認定会員

歯援診（か強診を含む） 外来環のみ 歯初診のみ

新型コロナウイルス感染症対策のため、本研修会は現地開催、
及びオンライン配信のハイブリッドWEB方式で開催します。会場/オンライン開催

鶴見大学 名誉教授

研修会後に施設基準申請手続き
についてiDi事務局から連絡

講師:森戸 光彦
①在宅療養支援歯科診療に
関する総合的研修会
10:00～12:00
（受付開始 9:30～）

　　　　　　　 12:00～

大阪歯科大学 
高齢者歯科学講座 教授

東京歯科大学
口腔健康科学講座 教授講師:福田 謙一

②歯科医療安全に関する
総合的研修会

13:00～14:30
（外来環のみ受講 受付開始 12:30～）

　　　　　　　 14:30～研修会後に施設基準申請手続き
についてiDi事務局から連絡

日本大学 松戸歯学部
感染免疫学講座 教授

研修会後に施設基準申請手続き
についてiDi事務局から連絡

講師:泉福 英信
③歯科医療安全に関する

総合的研修会　
14:50～16:20

（歯初診のみ受講 受付開始 14:30～）

　　　　　　　 16:20～

講師:高橋 一也
①在宅療養支援歯科診療に
関する総合的研修会
10:00～12:00
（受付開始 9:30～）

　　　　　　　 12:00～研修会後に施設基準申請手続き
についてiDi事務局から連絡

研修会後に施設基準申請手続き
についてiDi事務局から連絡

講師:丹羽 均
②歯科医療安全に関する

総合的研修会
13:00～14:30

（外来環のみ受講 受付開始 12:30～）

　　　　　　　 14:30～

大阪大学大学院 歯学研究科口腔科学
専攻 高次脳口腔機能学講座 教授

日本大学 松戸歯学部
感染免疫学講座 教授

研修会後に施設基準申請手続き
についてiDi事務局から連絡

講師:泉福 英信
③歯科医療安全に関する

総合的研修会　
14:50～16:20

（歯初診のみ受講 受付開始 14:30～）

　　　　　　　 16:20～

【歯援診・か強診】
「高齢者の心身の特性」「口腔機能
の管理」「緊急時対応」「歯科疾患の
重症化予防に資する継続管理」
講師:高橋 一也 
大阪歯科大学 高齢者歯科学講座 教授

【外来環】
「偶発症に対する緊急時の対応」「医療
事故に対する対策・対応」　　　　　
講師:丹羽 均
大阪大学大学院 歯学研究科口腔科学
専攻 高次脳口腔機能学講座 教授

【歯初診】
「歯科外来診療の院内感染防止対策」
　 　 　 　 　 　 　

講師:泉福 英信
日本大学松戸歯学部 感染免疫学講座 教授

※災害や講師急病等やむを得ない事情で中止となった場合、参加費の全額返還、もしくは次回開催に振替させていただきます。但し中止によって生じた、旅費、宿泊費や届出の
遅れによる逸失利益など、参加者各位の損害については補償できません。ご同意のうえお申し込みください。

● 評価基準に基づき第三者機関として歯科医院の機能評価を公正に行なう。

● 機能評価において一定の水準を満たしていると評価・認定された歯科医院を
「患者さんに選ばれる歯科医院」として情報発信する。

● 安心・安全で適切な歯科医療情報を広く国民に提供する。

● 歯科医院は、第三者に評価されることによって機能や診療、患者サービスの質を
客観的に把握でき、従業員の自覚と意欲のさらなる向上を図ってもらう。

「iDi認証マーク」は、安心・安全な歯科医療機関として
広く国民に訴求するための標章です。

「インプラントセーフティーマーク」は、
安心・安全なインプラント治療を受けられる

歯科医療機関として広く国民に訴求するための標章です。

医療安全管理基準

感染対策
管理基準

患者中心の
治療基準 診療の質基準

診療内容
Examination

運営環境
Administration Environment

管理環境
Management Environment

改善環境
Improvement Environment

オフィス環境
Office Environment

人的環境
Human Environment

総合的
マネージメント
基準

患者さんから

「私にとって、
かけがえのない歯医者さん」
と呼んでもらえる歯科医院をめざして

特定非営利活動法人

歯科医療情報推進機構
法人概要

〒113-0033　東京都文京区本郷3丁目24-17ネクストビル403　　　TEL 03-5842-5540　FAX 03-5842-5541

理 事 長　鴨井 久一　日本歯科大学名誉教授　　　　　　　　　　　　設 立：2005年3月10日

2022年9月11日（日）、大阪・AP大阪茶屋町におきましてiDi研修会を現地とオンライン配信のハイブリッドで開催しました。iDiでは

今後も全国の様々な都市で研修会・講習会を開催してまいります。是非、ご参加ください。

福島県三島町の只見川に架かる「第一只見川橋梁」は、JR只見線の鉄道橋で全
長174mのトラス構造アーチ橋。橋が架かる三島町は桐の里としても有名なこ
とから、桐の花をイメージした薄紫色に塗装されている。只見川の渓谷美と橋が
生み出す景観は海外のメディアから「世界一ロマンチックな鉄道」として取り上
げられるほど。四季折々の風景に美しく映える橋は、鉄道ファンはもちろん多く
の観光客に愛されている。

iDi info 2022秋号

企画・発行：特定非営利活動法人 歯科医療情報推進機構
〒113-0033 東京都文京区本郷3丁目24-17ネクストビル403

編　　集：庄司信晴（PAL）・松井英樹（PAL）
撮　　影：小林伸
デザイン：上野はじめ

Copyright © 2022 iDi All Rights Reserved.
●本紙掲載記事の無断転載を禁じます。

On the Cover ［今号の表紙写真］
日本の橋 「第一只見川橋梁」（福島県）

yabufoo/ PIXTA

https://www.identali.or.jp

参加をご希望の方は、
iDiホームページより
お申し込みください。

研 修 会 に つ い て の
お 問 い 合 わ せ 03-5842-5540
お預かりした個人情報は、本研修会の運営並びにiDiから参加者への情報提供以外の目的には使用いたしません
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「在宅療養支援歯科診療に関する総合的研修会」
「歯科医療安全に関する総合的研修会」を開催しました。

iDiセミナーのご案内 iDi 歯科医療情報推進機構とは？

目的理念

iDi認証マーク ISM（インプラントセーフティーマーク）

歯科医療の安全の確保と質の向上を目指し、
国民の健康と福祉に寄与することを目的として2005年に設立された、
歯科医院を審査・認証する、日本初となる「第三者評価機関」です。

01

02 05

03 04

01

04

02 06

03 05

■会場 ： 御茶ノ水ソラシティ カンファレンスセンター1階 Room C
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 4-6

歯援診 か強診 外来環 歯初診

歯
援
診
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援
診
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診

外
来
環

歯
初
診

2022

  6日

11/

外
来
環

歯
初
診

2023

19日
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歯科医療安全に関する
総合的研修会

在宅療養支援歯科診療に
関する総合的研修会
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C39 歯科用局所麻酔薬の種類と使い分け
昭和大学歯学部全身管理歯科学講座歯科麻酔科学部門教授筋t島酪t彦洗生

C39 亜酸化窒素（笑気）吸入鎮静法
北海道 大学大学院歯学研究院口腔病態学分野歯科麻酔学教室教授 膳i沼H愛琲i先生

cg9 循環系合併症を有する患者の歯科治療
徳島大学大学院医歯薬学研究部歯科麻酔科学分野教授 オttlll 洋：先生

C3卜l ＼児患者の緊急対応
日本大学松戸歯学部歯科麻酔学講座准教授山口秀紀先生

C3》伝達麻酔なんて怖くない！
日本歯科大学生命歯学部歯科麻酔学講座教授砂屯1勝クじ先生

C39 世界の歯科局所麻酔事情
東京 歯科大学 歯科麻酔学講座教授 一戸達也先生

C3》アドレナリン含有リドカイン塩酸塩製剤の
併用注意薬を服用する患者への対処

松本歯科大学歯科麻酔学講座教授泄t谷1散先生

（抗血栓薬服薬患者の歯科診療室における
〇． 知的局所麻酔管理

北海道医療大学歯学部生体機能•病態学系歯科麻酔科学分野
工藤勝先生大桶華子先生三浦美英先生

Cう》局所麻酔に起因するトラブルの対処法
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 麻酔•生体管理学分野教授深氾山治もC先生

CB9 歯科治療時の疼痛管理と術後鎮痛
日本歯科大学新潟生命歯学部歯科麻酔学講座教授佐野公人先生

C
うい烹笠四i墨麻畔教授長坂浩先生ca9 呼吸器疾患を有する患者への対応

福岡歯科大学診断・全身管理学講座麻酔管理学分野教授 谷王］省i吾：先生

Cら9 高齢者に対する歯科用局所麻酔剤の注意点
神奈川歯科大学 生体管理医学講座麻酔科学 教授吉廿1 和l市先生

准教授有坂博史先生

CB9 妊婦•授乳婦への歯科局所麻酔薬投与について
愛知学院大学 歯学部麻酔学講座金澤真悠子先生原田純先生

Cり》局所麻酔の合併症～びらんと潰瘍
鶴見大学 歯学部歯科麻酔学教室 深泊」治む久先生

Cり9 「私は麻酔の注射でアレルギーが出たことが
あります…。」と、患者が言った。さあ、どうしよう。
東京歯科大学歯科麻酔学講座 一戸達也先生

Cり》歯科用リドカインカートリッジに含まれる添加剤について
神奈川歯科大学麻酔学教室教授吉田和市先生講師有坂博史先生

c合併症を有する患者への対応part.2
日本大学松戸歯学部歯科麻酔学 教室教授渋谷鉱先生

Cう》合併症を有する患者への対応part.1
日本大学松戸歯学部歯科麻酔学教室教授渋谷鉱先生

c患者急変時何をすべきか、
歯科診療室における初期救急！
日本歯科大学新潟歯学部歯科麻酔学講座教授
附属病院 歯科麻酔科長附属病院障害者歯科センター長仕：野公人先牛cぅ＂」＼児歯科医療現場での危機管理
松本こども歯科クリニック院長（福岡県前原市）
九州大学歯学部臨床助教授杉奴k敏秀先牛

Cり l」＼児に対する歯科局所麻酔について考える
日本大学歯学部歯科麻酔学教室見崎徹先生

cさらなる安全な局所麻酔薬を求めて
日本大学松戸歯学部歯科麻酔学教室教授渋谷鉱先生

C39 密科竺兄烹笠講座助教授
附属病院多目的診療科長高橋誠治先生

＠局所麻酔による全身的偶発症～

その予防と処置
東京女子医科大学歯科口腔外科 教授扇内秀樹先生

C 門［！密師〖岱巴9生的9噌先生

c見直される局所麻酔と将来展望
日本歯科大学歯学部歯科麻酔学教室高楢＂咸治先生

cぅ直床に役立つ局所麻酔の話
鶴見大学歯学部歯科麻酔学教室野口いづみ先生

c保存治療における注射部位と
オーラ注の使用について
日本大学歯学部保存学教室歯内療法学講座斎：爾t葛t先生塩i野：頁先生

抜歯のための局所麻酔法
昭和大学歯学部第一口腔外科学教室 道i惰皇ー先生杉け井： 翡浪B先生

資料請求先

, 9CC'‘
‘ 竺き6加，召

―シ ー 昭和薬品
〈受付時間〉 9:00~17:30 （土・日・祝日・弊社休日を除く）

歯科用局所麻酔剤
劇薬、処方箋医薬品（注意一医師等の処方箋により使用すること）

オーテ注歯科用カートリッジ1.OmL • 1.BmL
稟価基準収霰リドカイン塩酸塩・アドレナリン酒石酸水素塩注射剤

効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注意等については電子化された添付文書をご参照ください。

製造販売元

、 9CC'‘
‘ 巳邸凸嘉し；召 ― 昭和薬品
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